






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































性 別 役 割 意 識 が 強 い と 指 摘 さ れ て い る（ 赤 石
2014、p.148）。この男の子も、男性が女性を暴力で
支配するDVが身近にあり、性別役割意識を強く
もってしまうような環境で育ったのかもしれない。
筆者は「泣くことと性別は関係ないよ」と軽く注意
してみたが、「うるさい」と箒で叩かれてしまった。
このような価値観を持ったまま成長すると、DVの
加害者や被害者になる可能性だけではなく、本人の
行動の選択の幅も狭まってしまうと考えられる。母
子生活支援施設への入所を通して、このような価値
観が少しでも変化することが望まれる。子どもへの
支援には、狭い意味での学習支援だけではなく、広
い意味での学習支援、たとえば、ジェンダー間の平
等を学んだり、差別に抗う力を身につけたりする支
援も含まれることが望まれる。
この２点は、筆者が、聞き取りや見学などの活動
を通じて、課題と感じた事柄である。これまでに見
てきたように、母子生活支援施設の職員は、関わり
方の難しいケースや課題解決の前に出て行ってしま
うケースも少なくないなかで、母子に様々な支援を
行っており、母子が抱えている課題を解決していけ
るように尽力している。しかし、母子生活支援施設
を取り巻く状況には、措置費の不足や施設の不備と
いった財政と関わる問題や、女性・子どもの貧困と
いう社会が抱える構造的問題など、現場の努力だけ
では解決が難しいマクロな問題も多く、施設の職員
も困難を感じている。これらの問題を解決するには、
行政による発想と政策の大きな転換が求められる。
本章では、母子生活支援施設の職員への聞き取り
をもとにして、経営や設備の厳しい現状、利用母子
の背景や抱えている多重的な課題、母子へ行ってい
る様々な支援やその現状について述べてきた。次の
「おわりに」では、「はじめに」で設定した課題に
立ち返りながら、本論文の成果をまとめるとともに、
今後の課題について述べておきたい。
おわりに
本論文を通して、まず、第１章では、母子寮－母
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子生活支援施設の意義と利用母子の変遷を先行研究
に依りながらまとめてきた。母子寮は明治時代に民
間事業によって始まり、軍事扶助法と母子保護法の
制定により法的根拠を得た。戦後は児童福祉法に規
定され現在に至っている。戦後、戦争で母子となっ
た世帯の住居対策として増加していた母子寮の数
は、1960年頃にピークを迎え、その後現在まで減
少を続けている。1970年代以降、生活課題を抱え
た母子の入所が次第に増えている。1998年には児
童福祉法の改正によって母子生活支援施設へと改称
され、果たすべき役割が見直されている。DVから
の避難などを受け入れる緊急一時保護も行うように
なっている。次に、第２章では、母子寮－母子生活
支援施設をとりあげている新聞記事を用いて、様々
な時期の施設や利用母子の現状や、孤立などのシン
グルマザーが抱えがちな問題について論じてきた。
また、DV防止法制定時と児童福祉法改正時におけ
る母子生活支援施設の取り上げられ方に注目し、児
童福祉法改正時には取り上げられず、DV防止法制
定時に避難施設として多く取り上げられたことに
よって後者の側面に偏るかたちで母子生活支援施設
の役割は認識されているのではないかと指摘した。
そして、第３章では、実際に２つの母子生活支援施
設にて見学と職員への聞き取りを行い、知ることが
できた施設の現状をまとめた。施設は、措置費や設
備に関して財政的な課題を抱えている。入所してい
る母子は、複雑な背景と複合的な課題を抱えており、
世代間連鎖が十分に起こり得る現状であることがわ
かった。このような母子に対して、施設では、母親
への生活支援、育児支援、就労支援、子どもへの学
習支援、生活支援など様々なかたちで支援を行って
いる。母子生活支援施設は、退所して生活していく
ための基盤を作るための施設であると考えられた。
施設が抱えている課題の多くは、マクロな問題と絡
んでおり、解決のためには行政による政策の転換が
求められる。
このような母子生活支援施設の現状を知ると、
「はじめに」において言及した事件の母親が、母子
生活支援施設に入っていれば、職員による生活支援
や育児支援などを受けることができ、２人の子ども
を死なせることはなかったように思える。しかし、
実際には、この母親は児童扶養手当の申請の際に書
類をそろえることができず途中であきらめており、
この時に行政の職員はうまく介入できていなかった
ため、入所は難しかっただろう。職員による介入は、
母子生活支援施設の入所にあたっても重要な要素で
あり、大きな役割を担っていると言える。
本論文の第３章において、施設とそれを取り巻く
現状を明らかにし、抱えている課題を見出すことに
していたが、今回行うことのできた聞き取りは、支
援を行う側である施設職員に対してのみであり、一
面的なものであることは否定できない。職員による
支援が入所者にどのように受け止められているか、
入所者にとって支援はどれほど意義のあるものであ
るのかということを明らかにすることはできなかっ
た。早い時期から本論文の課題を設定し、聞き取り
に取り組むことができていれば、入所者は難しいと
しても、支援を受けた退所者から話を聞き、施設の
支援がどのように入所者に活きているかという視点
を取り入れることはできたであろう。今後、筆者に
論文を書く機会があるかどうかはわからないが、利
用者側に立って施設の支援を捉えるということを課
題としたい。
また、本論文に取り組み、職員への聞き取りを行
うなかで、母子生活支援施設は、最近しばしばテレ
ビ番組や書籍などで目にする女性の貧困・子どもの
貧困や、女性の生きづらさなどの状況が目に見えて
わかるところであると実感した。全てを捨ててDV
から逃げなければならない状況や、望まない妊娠を
避けられるだけの力を身に付けられなかった成育・
教育環境、「誰から見ても「かわいそうな」様相と
は言えない」ゆえにかえって支援を受けにくい状況
など、入所している母子が置かれている様々な現状
を知ることができた。これらは、個人が乗り越えな
ければならない課題であると同時に、個人の責任の
みに帰することのできない、社会が抱えている問題
でもある。これらの課題を、福祉の現場の生の声を
通じて見出すことができたことは意義が大きかっ
た。研究の継続の如何にかかわらず、このように現
状を知ることで浮かび上がった社会が抱えている問
題の解決に今後も関わっていきたい。
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注
１） 緒方貴臣 脚本・監督『子宮に沈める』2013年、
paranoidkitchen製作、カラー、95分
２） 母子寮から母子生活支援施設へと改称されているた
め、本論文では、時期を限定している場合はその時期
の名称、時期を限定しない場合は母子寮－母子生活支
援施設と表記する。
３）『長崎県社会事業』昭和15年４月号の「同院訪問記」
に、「無料宿泊」の事業も行っていると書かれている（福
島2000、p.19）。
４） 母子寮の関係者の多くは、衣食住に困る母子たちに
同情し、また、その母の「売春婦への転落」を懸念し
ていた（福島2000、pp.36-39）。
５）『大阪府社会事業史』における1936年の記録では、
全国で43の母子寮が存在していた（福島2000、p.44）。
６） 他には、要救護者が保護を請求する権利が認められ
ていなかったこと、救済を受けると選挙権を失うこと、
生活扶助の金額が一般の最低生活以下の基準設定であ
ること、貧困となる大きな原因である失業は救済しな
いこと、等がある。救助費の最高額を受け取っても一
般労働者収入の４割強ほどしかなかった（福島
2000、p.80）。
７） 救護法とは異なる理念の母子扶助法を議会に提出し
たが、会期切迫で上程されなかった（福島2000、p.89）。
８） 母子室一室以上という基準において、母子室は一室
にとどまり、面積も最低の0.75坪、便所は母子20人
に１つであった（林1992、p.27）。
９） 子の育て方、親の自覚、自立意欲、金銭問題、異性
関係、子供の問題、母の障害、法的に係争中等、課題
はさまざまである（林1992、p.115）。
10） 1975年度厚生科学研究報告書『母子世帯の質的変
化に対応した新しい母子福祉施策に関する研究』
11） 2000年に「夫などの暴力」の項目が設けられると、
「家庭環境の不適切」の数値が減ったことから、それ
以前においても夫などの暴力による入所が多かったと
考えられている。
12） 厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課2014
「ひとり親家庭の支援について」
13） 厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課2008
「社会的養護施設に関する実態調査　中間報告書」
14） 1963年に両紙とも件数が増えているが、これはこ
の年に母子寮内で遺体が見つかるという事件があった
ためで、本論文ではこの年の問題には立ち入らない。
15）タイガーマスク現象とは、2010年12月25日に「伊達
直人」という架空の人物の名義によって児童相談所へ
寄付がなされたことがきっかけとなり、日本各地で連
鎖的に起きた、児童福祉関連施設への寄付行為である。
16） 1975年の男子の大卒者初任給は月額平均89,300円
であった（政府統計の総合窓口e-Stat）。
17） 飯島益美編『小さな貝の家』大洋社大森寮、1978年、
p.41。この本は、社会福祉法人大洋社大森寮という母
子寮が、在寮の母子の詩や作文、施設の概要をまとめ
て刊行したものである。編者の飯島益美は寮長である。
18） 正式名称は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者
の保護に関する法律」である。
19） 1997年４月１日参議院厚生委員会における厚生省
児童家庭局局長横田吉男の発言の一節（国会議事録）。
20） 13名の構成は、施設長、母子支援員、少年指導員、
保育士、調理員、嘱託医である。
21） 19名の構成は、施設長、主任、母子支援員、少年
指導員、保育士、心理士、被虐待児個別対応職員、非
常勤職員、宿直専門員である。
22） 集団生活という説明には語弊があり、実際には各世
帯が独立して生活を営む集合住宅である。
23）「しんどい」とは、湯浅（2008）が「もろもろの“溜
め”が総合的に奪われている状態」（p.20）と定義して
いる「貧困」と、同様の意味をもっていると筆者は捉
えている。
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